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夏
休
み
体
験
館

～
ま
が
玉
を
つ
く
ろ
う
～

七
月
二
十
二
日(

月)

か
ら
八
月
二
十
五
日(

日)

ま

で
浜
松
市
博
物
館
で
は
「
夏
休
み
体
験
館
」
が
催
さ

れ
、
多
く
の
子
供
た
ち
や
そ
の
ご
家
族
が
来
館
し
ま

し
た
。

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
が
玉
づ
く
り
」
と
「
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
」
は
期
間
中
毎
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
人
気
を
集
め
る
ま
が
玉
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
詳
し
く
記
事
を
設
け
て

い
ま
す
。

日
曜
日
限
定
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
で
は
「
カ
ラ
ム
シ

す
だ
れ
づ
く
り
」
や
「
火
お
こ
し
体
験
」
な
ど
が
、

週
替
わ
り
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
で
は
「
風
鈴
絵
付
け
体

験
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
う
ち
わ
づ
く
り
」「
縄
文
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
、
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
者
も
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
が
玉
は
石
で
で
き
た
装
身
具
（
ア
ク
セ
サ
リ

ー
）
で
す
。
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
作

ら
れ
ま
し
た
。
元
々
は
、
縄
文
時
代
に
動
物
の
牙
や

骨
で
作
っ
た
飾
り
が
は
じ
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
古
墳
か
ら
見
つ
か
っ
た
と
き
の
様
子
や
人
物

埴
輪
な
ど
か
ら
、
ま
が
玉
は
ほ
か
の
様
々
な
種
類
の

玉
と
と
も
に
、
首
か
ざ
り
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
博
物
館
の
常
設
展
示
で

は
、
め
の
う
製
と
碧
玉
製
と
滑
石
製
の
ま
が
玉
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
が
玉
づ
く

り
」
で
は
、
中
で
も
と
て
も
柔
ら
か
い
滑
石
と
い
う

石
を
使
い
ま
し
た
。
古
墳
時
代
に
は
滑
石
で
作
ら
れ

た
ま
が
玉
は
、
装
身
具
で
は
な
く
、
お
祭
り
や
儀
式

な
ど
で
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
が
玉
づ
く
り
」
潜
入
レ
ポ
ー
ト

夏
休
み
期
間
中
、
毎
日
開
催
さ
れ
、
大
人
気
だ
っ

た
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ま
が
玉
づ
く
り
」
に
、
私
た
ち
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
生
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
お
客
様
に
対
し
て
「
作
っ

た
ま
が
玉
は
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。
」
と
い
う
質
問
を

し
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
は
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
す

る
。
」「
家
族
へ
の
お
土
産
に
す
る
。
」「
催
眠
術
の
道

具
に
見
立
て
て
遊
ぶ
。
」「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
す
る
。
」

と
い
っ
た
多
種
多
様
な
ご
返
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
中
に
は
、「
既
に
三
個
作
っ
た
。」
や
「
昨
日
も

作
り
に
来
た
。
」
な
ど
と
語
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
や
、

真
剣
に
ま
が
玉
を
磨
き
続
け
る
親
御
さ
ん
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。
浜
松
市
博
物
館
で
の
ま
が
玉
づ
く
り

が
毎
年
の
恒
例
行
事
だ
と
話
し
て
く
だ
さ
る
お
客

様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

まが玉づくりの様子 

※今回の記事は、インターンシップの実習生が作成しています。 
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【博物館所蔵資料の紹介】 

古代のアクセサリー 
   おもて面では古代のアクセ

サリーに使われていたまが

玉について触れましたが、

ここからは浜松市博物館に

所蔵されているアクセサリ

ーを紹介します。 

①  耳かざり 

耳たぶに孔をあけ、耳かざ 

りをはめる習俗は縄文時代

を通じて流行しました。きわめて多様な耳かざりが作られま

した。弥生人にはこの習俗は引き継がれませんでしたが、古

墳時代には再び用いられるようになったことが出土品から推

測されます。 

② 首かざり 

首かざり（ネックレス） 

は各時代を通じて流行し 

ました。 

石・金属・牙など美しい 

素材が選ばれました。垂 

れかざりを胸の中心にお 

く垂れかざり(ペンダント) 

と複数の飾りを数珠のよ 

うに連ねた首かざりが基 

本でした。古墳時代には 

まが玉と管玉を使った首かざりが主流になりました。 

③ 腕かざり

腕かざり（ブレスレット）は首かざりとともに早くから作ら

れ始めました。時代によって形と材質が異なり、貝・木・玉・

石・金属などを素材としていました。古墳時代には腕にはめ

ることはなく、豪族の身辺に置き、権力の証とされました。 

 このように縄文・弥生・古墳時代にかけて人々は現代と同

じように様々なアクセサリーで身を飾っていました。しかし、

アクセサリーの持つ意味は現代と異なり、権力の象徴や呪術、

通過儀礼としての役割も果たしていたと考えられています。

ぜひ、博物館にいらしてご覧ください。 

催し物のご案内 

★特別展「古代東海道駅伝展」 
１０月５日（土）～１１月２４日（日） 
古代の道と交通をテーマに遠江国、駿河

国などの東海道諸国と平城宮の発掘出土

品を紹介します。 

○伊場遺跡見学会
１０月１２日（土）午前１０時～１２時
会 場：伊場遺跡公園 

案内人：文化財課職員 

○ギャラリートーク 
１０月１６日（水）午後２時～

★社会科自由研究優秀作品展 
10 月 5日（土）～10月 27日（日） 

★かやぶき屋根の下で聞く日本の昔ばなし 
10 月１２日（土）午後2時～
会 場：蜆塚公園内旧高山家住宅 

参加費：無料 

※事前申込み不要。直接、会場へ。 

浜松市博物館    開館時間：9 時～17 時    9・10 月の休館日：9/17～30、10/1～4、7、15

〒432-8018 静岡県浜松市中区蜆塚四丁目 22 番 1号   電話：053－456－2208   FAX：053－456－2275

Ｅメール：hamahaku@city.hamamatsu.shizuoka.jp    ＨＰ：https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hamahaku/

縄文時代の 

アクセサリー

首かざり 


